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【手続補正書】
【提出日】平成24年6月7日(2012.6.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　微粒子相および脂肪相を含み、
　　前記微粒子相が、５ｎｍと１０μｍの間の平均の大きさ、および２未満の屈折率を有
する有機もしくは無機粒子により被覆された小板状の基材を含む、少なくとも１種のコン
ポジットフィラーを含むこと、および
　　前記脂肪相が、組成物の重量に対して、１５重量％未満、好ましくは１０重量％未満
、さらには５重量％未満を占めること
を特徴とし、
　前記コンポジットフィラーが、組成物の全重量に対して、２重量％から９５重量％を占
める、コンパクト化された形態のメイクアップまたはケア化粧料組成物。
【請求項２】
　前記粒子が、アルミナまたは水酸化アルミニウムまたはシリカなどの、金属の酸化物ま
たは水酸化物の粒子であることを特徴とする、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　微粒子相および脂肪相を含み、
　　前記微粒子相が、アルミナおよび水酸化アルミニウムから選択される、５ｎｍと１０
μｍの間の平均の大きさを有する無機粒子により被覆された小板状の基材を含み、該粒子
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が２未満の屈折率を有するコンポジットフィラーを含むこと、および
　　前記脂肪相が、４２０ｇ／ｍｏｌを超える分子量の１種または複数のオイルを含む場
合、該オイルもしくは該オイルの全てが、組成物の重量に対して、５重量％未満、好まし
くは３重量％未満、より好ましくは１重量％未満を占めること
を特徴とし、
　前記コンポジットフィラーが、組成物の全重量に対して、２重量％から９５重量％を占
める、コンパクト化された形態のメイクアップまたはケア化粧料組成物。
【請求項４】
　前記コンポジットフィラーの基材がケイ酸塩であることを特徴とする、請求項１から３
のいずれかに記載の組成物。
【請求項５】
　前記粒子の形状が、本質的に球状である、または本質的に円柱状であることを特徴とす
る、請求項１から４のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項６】
　前記微粒子相が、組成物の全重量に対して、７５重量％から９９重量を占めることを特
徴とする、請求項１から５のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項７】
　前記コンポジットパウダーの平均の大きさが、３０ミクロン以下、より好ましくは１５
ミクロン以下、優先的には１０ミクロン以下であることを特徴とする、請求項１から６の
いずれか一項に記載の組成物。
【請求項８】
　前記コンポジットフィラーが、ＩＮＣＩ名：
　　マイカ＆アルミナ、
　　マイカ＆水酸化アルミニウム、
　　マイカ＆アルミナ＆ジメチコーン、
　　マイカ＆水酸化アルミニウム＆ジメチコーン
を有するフィラーから選択されることを特徴とする、請求項１から７のいずれか一項に記
載の組成物。
【請求項９】
　前記コンポジットフィラーが、ＩＮＣＩ名：
　　マイカ＆シリカ、
　　マイカ＆シリカ＆ジメチコーン
を有するフィラーから選択されることを特徴とする、請求項１または２に記載の組成物。
【請求項１０】
　前記基材と前記粒子の質量比が、２０／８０と９０／１０の間、好ましくは７０／３０
と８０／２０の間であることを特徴とする、請求項１から９のいずれか一項に記載の組成
物。
【請求項１１】
　窒化ホウ素、架橋アクリレートポリマー、およびこれらの混合物から選択される別のパ
ウダーを含むことを特徴とする、請求項１から１０のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１２】
　前記コンポジットフィラー、および組成物中に任意選択で存在する他のフィラーが、微
粒子化されていることを特徴とする、請求項１から１１のいずれか一項に記載の組成物。
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